
（別添１）

令和　　7年　1月　8日

協議会名： 明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の

事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

【補助対象となる事

業者名等の名称を記

載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区
間、整備内容等を記載（陸上交通に係る確
保維持事業において、車両減価償却費等及
び公有民営方式車両購入費に係る国庫補助
金の交付を受けている場合、離島航路に係
る確保維持事業において離島航路構造改革
補助（調査検討の経費を除く。）を受けて
いる場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間にお
いて、前回の事業評価結果をど
のように生活交通確保維持改善
計画に反映させた上で事業を実
施したかを記載】

A
・
B
・
C
評

価

【計画に基づく事業が適切に
実施されたかを記載。計画ど
おり実施されなかった場合に
は、理由等記載】

A
・
B
・
C
評

価

【計画に位置付けられた定量
的な目標・効果が達成された
かを、目標ごとに記載。目
標・効果が達成できなかった
場合には、理由等を分析の上
記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標
を記載。改善策は、事業者の取り組みだけ
でなく、地域の取り組みについて広く記
載。特に、評価結果を生活交通確保維持改
善計画にどのように反映させるか（方向性
又は具体的な内容）を必ず記載するこ
と。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合は
その旨記載

【定量目標】

○公共交通などで、沿線４高校
に通える中学校数は目標9校に
対して8校であり目標には達しな
かったが、継続してバス路線を維
持することができた。

○バス利用者アンケートの満足
度は目標値（満足、やや満足の
合計）97.0%　に対して、本年度
（Ｒ6）は95.0%となった。

○グリーン会員証の発行枚数を
令和8年度目標値を900枚と設置
した。R4年733枚に対しR5年693
枚と微減傾向にあり、達成度は
77.0%となった。確保維持計画に
記載のある上矢作町と明智町に
ついては、前年度より増減があっ
た。上矢作地区R4：20枚→R5：
14枚、明智地区R4：205枚→R5：
219枚

○利用者数
（上矢作線）
目標7,106人に対し7,041人の
99％と同水準の利用者数を保こ
とができた。
（明智地区）
目標1,221人に対して、1,263人の
103%と目標を達成することができ
た。

A

AA
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A

A

A

A

A

(9)明智まちなか線
（明智駅前-おおさわ医院・明智駅
前・滝坂・新町-明智駅前）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A

(10)明智まちなか線
（明智駅前-おおさわ医院・明智駅
前・滝坂-明智駅前）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A

(11)明智まちなか線
（明智駅前-片平・明智駅前・おおさ
わ医院-明智駅前）

計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

(14)明智デマンド線
（野志・杉野地区）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A

A

明知鉄道
株式会社

【地域での協議】
・明智地区の安心部会にて、デマン
ド交通が４地区で隔日運行は利用
が難しい状況確認し、改善に向け
協議検討を実施。
・新規目的地の追加の検討。

【再編内容】
＜定時定路＞
　・R6.10 可視化データを活用し利
用の少ない系統を他系統に合わ
せ、利用しやすい便に再編した。
＜デマンド＞
　・R6.3 新規目的地を追加
　（明智郵便局）
　・R6.10 ４地区を２地区とし毎日利
用できるよう再編した。

　【利用促進】
　・広報及び地域広報にて変更
　　内容の周知
　・乗り方モデルコースチラシの
　　作成配布。
　・バス乗り方教室の実施
　・高齢者公共交通利用支援
　　事業として、公共交通利用チ
　　ケットを配布。
　・ワンコインパスポートを発行。

(15)明智デマンド線
（阿妻・横通地区）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

(16)明智デマンド線
（吉良見・大泉地区）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

(12)明智まちなか線
（明智駅前-おおさわ医院・明智駅
前・片平・おおさわ医院-明智駅前）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

(8)明智まちなか線
（明智駅前-滝坂・おおさわ医院-明
智駅前）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A

(13)明智まちなか線
（明智駅前-おおさわ医院・明智駅
前・片平-明智駅前）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

(1)上矢作線
（横道車庫-道の駅-岩村駅前）

前回の事業評価における改善点を
踏まえて、次の事業を実施した。

【地域での協議】
　・地域懇談会にてデマンド交通の
運行方法について、より利用しやす
い内容に改正するよう協議検討を
実施。
　
【再編内容】
＜定時定路＞
　・R6,3月明知鉄道のダイヤ改正に
伴うバスのダイヤ改正を実施。合わ
せて可視化データを活用し利用の
少ない時間帯の系統を多系統と統
一し、実情に応じた系統に再編し
た。
＜デマンド＞
　・R6.3月運行内容を次のとおり再
編した
　旧：目的地→地域
　　　地域→目的地 の一方向のみ
　新：地域⇔目的地を可とする

【利用促進】
　・広報及び地域広報にて変更
　　内容の周知
　・バス乗り方教室の実施
　・高齢者公共交通利用支援
　　事業として、公共交通利用チ
　　ケットを配布
　・ワンコインパスポートを発行。

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

(5)上矢作線
（大野-押山-バロー岩村店）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A ○利用しやすいダイヤの検討を行い、
利用促進を図るなど目標達成に向けて
取り組む。高校生の公共交通利用促
進として、明知鉄道通学費支援やデジ
タル定期・回数券のPRを行い、利用者
増を図る。

○全体の満足度でなく、不満、やや不
満との意見にも注視し、各地域と協議
を行い改善に取り組む。可視化データ
を活用し、ニーズに応じた路線再編を
行う。

○グリーン会員証は地域協議会や民
生委員協議会、壮健クラブ等でPRをし
ている。引き続き高齢者が集うサロン
などを通して周知を図る。

　

○（上矢作デマンド交通）、R7.3月から
より利用しやすい運行内容に再編を実
施する。（隔日運行から毎日運行）

○（明智デマンド交通）、R6.10月からよ
り利用しやすい運行内容に再編を実施
する。（隔日運行から毎日運行）

住民や利用者への周知は、引き続き多
様な手段により周知を図り、公共交通
に対する意識を高め、さらなる利用促
進を図り、地域と共に持続可能な地域
公共交通を目指す。

(17)明智デマンド線
（東方地区）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

(7)明智まちなか線
（明智駅前-おおさわ医院-明智駅
前）

平和コーポレーション
株式会社

(3)上矢作線
（大野-横道車庫-岩村駅前）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A

(2)上矢作線
（押山-横道車庫-岩村駅前）

(4)上矢作線
（横道車庫-道の駅-バロー岩村店）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A

A

(6)上矢作線
（バロー岩村店-道の駅-押山）

A
計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

A

1/1

takahiro_shimazaki
テキストボックス
資料１－１



別添４

目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

公共交通を「活用」する団
体数

地域イベント等との連携に
より住民や観光客に公共交
通を活用してもらう。

各団体の記録
データの確認

達成状況：9団体
達成度：81％
分析：前年より増加したが目標には届かなかっ
たが、継続して各団体により公共交通を絡めた
イベントを実施することができた。

1日フリー切符などを周知しながら、地域イベ
ントと連携を図る。

ボランティア運転手養成講
座の参加者数

交通空白地有償運送等の運
転手の養成講座に係る費用
を支援する。

実績報告の審査

達成状況：9人／年
達成状況：24％
分析：実施するタイミングもあり、今年度は受
講者が少なかったが、地域の支え合い活動の一
つとして、運営を地域住民が主体となっている
のが定着してきたと考察する。

引き続き養成講座に要する費用の支援し、地域
で安心安全で運行できるよう地域の意見を聞き
ながら継続させていく。

公共交通などで、沿線４高
校に通える中学校数

路線の再編、時刻や運賃の
の見直しを行う。

通学可能な運行
設定

達成状況：8校
達成状況：89％
分析：目標には達しなかったが、継続してバス
路線を維持することができた。

利用しやすい時間・運賃に設定したことも加え
て、高校生の公共交通利用促進として、明知鉄
道通学費支援やデジタル定期・回数券のPRを行
い、利用者増を図る。

自主運行バス利用者
満足度

バス利用者の意見を聴き、
抵抗なく安心して利用でき
る環境を整える。

バス利用者や駅
周辺の聞き取り
調査を実施

達成状況：97.0％
達成状況：95.0％
分析：目標には達しなかったが、満足度90％を
超える結果を保っている。

全体の満足度でなく、不満、やや不満との意見
にも注視し、各地域と協議を行い改善に取り組
む。可視化データを活用し、ニーズに応じた路
線再編を行う。

観光による公共交通利用者
数（観光列車、日帰り旅
コース）

明知鉄道が行った料理列車
や企画列車、バスツアーの
設定・運営

観光ツアー等の
聞き取り調査

達成状況：11,395人
達成状況：71％
分析：目標には達していないが、回復傾向には
ある。

観光客もコロナ前の状態に戻りつつあるので、
外国人を含めた来訪者が抵抗なく自然に移動で
きる環境を整える。交通コンシェルジュの周知
の強化

グリーン会員証の発売枚数
明知鉄道が発行するグリー
ン会員証の増加により、収
入の拡大を図る。

実績報告の審査

達成状況：693枚
達成状況：77％
分析：前年度より減少傾向にあり、人口減少や
ライフスタイルの変化等が影響していると考察
する。

高齢者が集うサロンや壮健クラブ地域協議会等
で周知を図るとともに、地域住民による鉄道を
支える機運の醸成を継続して図る。

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

 ・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、参考資料として添付して下さい。

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会 地域公共交通計画の評価等結果（令和５年10月～令和６年９月）

【目標１】
公共交通を「支える」
「活用する」地域住民の
活動促進

【目標２】
持続可能な地域公共交通
ネットワークの形成

【目標３】
域外から来た人や高齢者
が抵抗なく自然に移動で
きる環境の整備

目標




